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第 13章　 イエスの行い　奇跡

 キーワード
イエスの「憐れみ」
からだの病気癒し
心の病気癒し
自然の奇跡

　マルコ福音書によると奇跡物語は23例がみられる。それは以下のよ
うに、Ⅰからだの病気癒し、Ⅱ心の病気癒し、そしてⅢ自然に関する
奇跡との三つに分類される。以下引用聖句はマルコ福音書による。

Ⅰ　からだの病気を癒した　13例
１，病気になったシモンのしゅうとの熱病を癒す。(1:29)
２，病人や悪霊につかれた者 (1:32)
３，ひとりのらい病人（重い皮膚病） (1:40)
４，４人に連れてこられた中風の病人 (2:1)
５，片手のなえた人 (3:1)
６，病苦に悩む者 (3:10)
７，死にかかっていたヤイロの娘 (5:21)
８，12年間長血をわずらっていた女 (5:25)
９，なくなった会堂司の娘の復活 (5:35)
10, 床にのせて運ばれる病人 (6:53)
11, 耳と口がきけない人 (7:31)
12, 一人の盲人 (8:22)
13, バルテマイという盲人 (10:46)
Ⅱ　心の病の癒し　 　 5例
１，けがれた霊につかれた人 (1:23)
２，病人や悪霊につかれた人 (1:32)
３，けがれた霊につかれたレギオン (5:1)
４，悪霊につかれた娘 (7:24)
５，霊につかれた息子 (9:14)

盲人の目を癒す
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Ⅲ　自然に関する奇跡 　 5例
１，湖で突風を静める (4:35)
２，５つのパンと２ひきの魚 (6:30)
３，海上を歩くイエス (6:47)
４，７つのパンとすこしのさかな (8:1)
５，イエスの姿がかわる (9:2)

奇跡の文型

　病気が癒される奇跡、また５つのパンで５千人が満腹するという奇
跡は、その前後関係を論理的に説明できない「驚き」、「不思議」と記
されている。かりに論理的に説明したとしても、説明すると奇跡では
なくなってしまうということになる。そこで、奇跡を語る文型は以下
の３つによってあらわされる。その第１は、イエスと出会う前の状態、
その第２は、イエスとの出会い、そして第３は、出会った結果、癒さ
れた状態が記される。

１,出会う前
わずら

　「熱を出して寝ていた」（1:30）、「重い皮膚病を患っていた」（1:40）。
「この人は墓場を住まいとしており、もはやだれも、鎖を用いてさえつ
なぎとめておくことはできなかった」（5:3）。病気の状態について、そ
れはいつからか、どんな手当をしたか、家族の中で社会の中でどう変
わったかという、本人の苦悩の様子が記される。
２,出会い

　a.助かりたいという「求め」と、
　b.イエスの「憐れみ」の出会いが起こる。
３,出会いの結果   驚き、不思議、神への感謝と賛美

　「このようなことは、今まで見たことがない」と言って、神を賛美し
た（2:12）。奇跡は人の知恵や努力を超えた神の力によると感じられれ
ていた。したがって結論は神への感謝と賛美で結ばれている。
　以下、物語を構成するこの３つの要素の中から「イエスとの出会い」
を中心に、特にイエスの「憐れみ」をキーワードとして奇跡物語を読
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み解いていこうと思う。
 a.「求め」

わずら

　重い皮膚病を患っている人が、イエスのところに来て、「御心なら
ば、わたしを清くすることがおできになります」と言った（2:40）。こ
のように願い求める切実な信仰は、イエスの憐れみを受ける信仰であ
る。
 b.「憐れみ」

ふ

　イエスは「深く憐れんで」、手を差しのべてその人に触れ、「よろし
い。清くなれ」と言われた（1:41）。出会いの第２はイエスの「憐れみ」
である。
  イエスは、主にガリラヤ地方で活動した。そこで社会から差別され
た人、人里はなれたところで身を寄せあって生きているらい病（重い
皮膚病）患者と出会った。イエスは病苦に悩む人の「求め」を聞き、深
い「憐れみ」を覚えた。「憐れみ」は奇跡物語を読み解くキーワードで
あり、次のようにいくつかのことばであらわされている。
   ----------------------------------------------------------
　　「憐れむ」

  １ ,「はらわた」で感じる感覚である。
  ２,「エレーソン」（憐れみたまえ）とミサ曲の中で親しまれている。
  ３ ,悲哀を共にする(シュムパスコー)は、異なったものが一つの
      調和あるものに生まれ変わる意味をもっている。
----------------------------------------------------------
　１,憐れみは「はらわた」(splagxnon・スプランクノン)で感じる感覚

あわれ

を意味する。痛くもかゆくもない立場にいて、下のものを哀れむとい
う差別的なものではなく、からだが感じる共感の感覚と言える。
　２,に「主よ憐れみたまえ」（キリエ・エレーソン）はミサ曲のなか
で唱えられる。単純な祈りを共に歌い唱えることによって、共同の強
力な祈願となる。
そして、３,に、「憐れみ」（sum-pasxw・シュムパスコー）は「共に」
を接頭語とする「情念」である。異なった音を合わせてそこに調和あ
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たたか

る音楽を生みだすとシンフォニーであり、異なった意見を戦わせて一
つの結論を得ようとするシンポジウムというように、多くのものを一
つの調和あるもの変える。

ひと

　イエスの憐れみは他人の苦悩を共にする。そこに共に生きる「神の
けいき

国」の契機がある。悩みや悲しみは、人を孤独にする。孤独は生きる
力を奪う。人を孤独にする罪に対して、人は自力では対抗できない。イ
エスの憐れみは、人を孤独から回復し、共に生きる道を開く。どんな

た

に苦しいことも、理解し共感する人がいれば半減し耐えることもでき
よう。希望を持ち、元気をとりもどすことが出来る。人の苦悩は、そ
れを共に感じ、共に悩むことによって新しい関係を生じ、その関係そ

つく

のものが新しい状況を創りだす。わたしがわたしと折り合いをつける。
わたしと家族、わたしと友人、わたしと社会の関係が新しくなる。イ
エスが目ざす神の国があらわれ、神の国を生きる「人」を生みだす。

したい

もし一つの肢体が悩めば、ほかの肢体もみな共に悩み、一つの肢体が尊ばれる
と、ほかの肢体もみな共に喜ぶ。  (1コリント12:26)

かみ つめ

　からだは、髪の毛や爪でさえ、どの一部分もなくてはならなず、全
体に調和を与えている。健康なからだは小さなトゲの痛みでも全体で
受けとめる。そのようにからだは弱さをもつが、痛みを感じる弱さは
かえってからだの健全性をあらわしている。パウロは共に苦しみ、共

と おか

に悩む意味を説いている。らい病は痛覚神経が侵され、痛みを感じな
くなる特徴を持っている。ところが、「苦痛がなくなると、苦悩が残る」
（神谷美恵子）。そのように苦痛は人を健全にする契機となり、そのプ
ロセスとなりうる。
　パウロはイエスに出会うまで、ユダヤ教の出世コースを歩いていた。
自分の弱さ、心の弱さ、身体の弱さを、修行によって打ちたたき、弱

はいじょ

さを自分の中から排除することによって、強い自分を作り上げようと
し、人に負けないほど勉強し、修業していた。「先祖からの伝承を守る
のに人一倍熱心で、同胞のあいだでは同じ年ごろの多くの者よりもユ
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ダヤ教に徹しようとしていました」（ガラテヤ1:14）と言っている。イ
エスに出会って、それは間違っていたと気づいた。
　本当の健全さとは、自分の中からとり去ることの出来ない弱さを認
め、受けいれることにあろう。その弱さを感じる感受性が、他人に対

つつし

する思いやり、慎み、愛を生みだす。このようにして人は健全さを獲
得することができる。苦しむこと悩むことの意味がここにある。ここ
に生まれる最小で最大の交流が創造されるのである。
　人の願い「求め」とイエスの「憐れみ」とが出会う、この一点に注
意して以下に２つの病気癒しとパンの奇跡を読み解いていこうと思う。

１，からだの病

中風の病人
数日後、イエスが再びカファルナウムに来られ
ると、家におられることが知れ渡り、大勢の人
が集まったので、戸口の辺りまですきまもない
ほどになった。イエスが御言葉を語っておられ
ると、４人の男が中風の人を運んできた。

はば

しかし、群衆に阻まれて、イエスのもとに連れて行くことができなかったの
で、イエスがおられる辺りの屋根をはがして穴をあけ、病人の寝ている床をつ
り降ろした。イエスはその人たちの信仰を見て、中風の人に、「子よ、あなた
の罪は赦される」と言われた。
ところが、そこに律法学者が数人座っていて、心の中であれこれと考えた。「こ
の人は、なぜこういうことを口にするのか。神を冒涜している。 神おひとりの
ほかに、いったいだれが、罪を赦すことができるだろうか。」イエスは、彼ら
が心の中で考えていることを、御自分の霊の力ですぐに知って言われた。「な
ぜ、そんな考えを心に抱くのか。中風の人に『あなたの罪は赦される』と言う
のと、『起きて、床を担いで歩け』と言うのとどちらが易しいか。人の子が地
上で罪を赦す権威を持っていることを知らせよう。」そして、中風の人に言わ
れた。「わたしはあなたに言う。起き上がり、床を担いで家に帰りなさい。」そ
の人は起き上がり、すぐに床を担いで、皆の見ている前を出て行った。人々は
皆驚き、「このようなことは、今まで見たことがない」と言って、神を賛美し

中風の病人を癒す
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た。 (マルコ2:1-12)

　この話の前半は、「あなたの罪は赦される」と言って終わる奇跡物語
であり、話の後半は、イエスを批判する論争によって奇跡を説明する
という２部構成になっている。
　イエスがカファルナウムの町に来てある人の家にいた。このことを
知った４人の男が、中風の病人をイエスに会わせ、病気を治してもら
おうと思った。その思いは、からだの自由をなくし、物言うことさえ
出来なかった中風の病人の思いをくみとったものに違いない。４人の
男の思いと病人の思いが一つになって、イエスの前にあらわれた。

はば

　ところが彼らは「群集に阻まれて」中に入ることができなかった。そ
こで、屋根に上り屋根をはいで、中風の病人を床のままイエスの前に
つりおろした。イエスは「その人たちの信仰」を見た。それは治して
もらえると信じる信仰であり、それは生きることを阻む罪を突き破っ
ていく信仰であった。理性的で観念的、また抽象的なものでなく、イ
エスが教え、また求めてきた「信仰」であった。イエスは、４人の友
がイエスの所につれて行こうという思いで一致した「彼らの信仰」に、
注目する。治してくださると信じさせるものがイエスにあったからで
ある。イエスはこの信仰において「子よ、あなたの罪は赦される」と
言った。
　ここで病気癒しと「罪」の赦しは同等に考えられているようである。
罪とは一体何を意味しているだろうか？「罪」とは、一般にモーセの
「十戒」を破ることであり、またそこから生じるトラブルなどが含まれ
ている。病気になるということは、何らかの原因があって病気になっ
ていると考えられた。
　従来の律法理解に対して、イエスは十戒を、人が生きるために必要

と

な愛の精神から次のように説き起こしている。神を神とし、そうする
ことによって人の本分を全うすること。偶像を造らないこと。父母を
敬うこと。殺してはならない、言い換えると生命を尊重すること。人
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をうらやまず、うそをつかない。このように十戒を説き起こし、さら
に次のように要約している。「心を尽くして神を愛すること、心を尽く
して隣人を愛すること」、この二つのことを一つの教えとした。鎮西学
院のモットーとする「敬天愛人」である。そして「十戒」を守ること
は人生を最もよく生きることになろう。こういうイエスの立場からす
ると「罪」とは生きることを妨げる障害であり、それは病気、また病
から生じる人間的、社会的、精神的、霊的な悩み苦しみを指している。
しかし罪は宿命的であったり決定的なのでなく、克服していくべきも
の、赦されるものと考えられる。今、４人の男によってイエスの前に
あらわれた中風の病人は、彼の前途を妨げるもの、即ち罪の力を無力
化している。「赦されている」という状況を浮き彫りにしているのであ
る。
　わたしたちは４人と１人を足せば５人だと考える世界にいる。それ
に対してイエスは４足す１が「一つの生きたからだ」となる世界を見
る。ものが言えなければ、口の代わりとなって願っていることを祈り、
信じていることを告白する。こうすると４たす１は一つの生きたから
だとなる。イエスが教え求める「神の国」と、神の国を生きる「人」の
姿がここにあらわれている。生きることを妨げてきた「罪」が、信仰
によって無力化された姿を見、「あなたの罪は赦される」とイエスは告
げている。話の後半部は、律法学者たちとイエスの論争によって、奇
跡の意味がさらに明らかにされる。

　この人はなぜあんなことを言うのか。神一人のほかにだれが罪をゆるすこと
ができるのか。（2:7）

　イエスは自分が神であるかのごとく、罪をゆるし、病気癒しをして
いる。それは神の領分をおかし、神以外のものを神としてはならない
という「十戒」の第一戒を踏みにじるものだ。こう言ってイエスは非
難されている。先に述べたように、イエスは罪が赦されている現実を
認めているのであって、イエスが赦すとか赦さないといっているので
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はない。しかし、またイエスは地上で罪を赦す権威を持っている、そ
のことが分かるためにと言って、中風の者に「起きよ、床を取り上げ
て家に帰りなさい」と言った。すると彼は起きあがって家に帰った。
　このように、イエスは罪を赦す権威を持っている。その権威は高い
ところから－感受性を持たず、共に苦しむことも共に悩むこともしな
いで－振りかざすようなものではない。中風の病人の苦しみ、悩みを
感じる感受性の中で「共に感じることが癒しとなる」ような力であろ
う。イエスは、人の悲しみや苦しみをその深さにおいて感じる憐れみ
によって人と人との関係、人と神をとりむすび、その関係そのものが
力をもって病気を癒す。そのような権威を発揮した。ここにイエスが
求める「神の国」と神の国を生きる新しい「人」が創りだされている。

２，心の病

レギオンの癒し
　一行は、湖の向こう岸にあるゲラサ人の地方
に着いた。イエスが舟から上がられるとすぐに、
汚れた霊に取りつかれた人が墓場からやって来
た。この人は墓場を住まいとしており、もはや
だれも、鎖を用いてさえつなぎとめておくこと

あしかせ くさり

はできなかった。これまでにも度々足枷や鎖で縛られたが、鎖は引きちぎり足
枷は砕いてしまい、だれも彼を縛っておくことはできなかったのである。彼は
昼も夜も墓場や山で叫んだり、石で自分を打ちたたいたりしていた。
　イエスを遠くから見ると、走り寄ってひれ伏し、大声で叫んだ。「いと高き
神の子イエス、かまわないでくれ。後生 だから、苦しめないでほしい。」イエ
スが、「汚れた霊、この人から出て行け」と言われたからである。
　そこで、イエスが、「名は何というのか」とお尋ねになると、「名はレギオン。
大勢だから」と言った。そして、自分たちをこの地方から追い出さないように
と、イエスにしきりに願った。
　ところで、その辺りの山で豚の大群がえさをあさっていた。 汚れた霊どもは
イエスに、「豚の中に送り込み、乗り移らせてくれ」と願った。イエスがお許
しになったので、汚れた霊どもは出て、豚の中に入った。すると、二千匹ほど

がけ

の豚の群れが崖を下って湖になだれ込み、 湖の中で次々とおぼれ死んだ。豚飼

レギオンの癒し
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いたちは逃げ出し、町や村にこのこ とを知らせた。人々は何が起こったのか
と見に来た。彼らはイエスのと ころに来ると、レギオンに取りつかれていた
人が服を着、正気になって座っているのを見て、恐ろしくなった。成り行きを
見ていた人たちは、悪霊に取りつかれた人の身に起こったことと豚のことを
人々に語った。 そこで、人々はイエスにその地方から出て行ってもらいたいと
言いだした。イエスが舟に乗られると、悪霊に取りつかれていた人が、一緒に
行きたいと願った。イエスはそれを許さないで、こう言われた。「自分の家に
帰りなさい。そして身内の人に、主があなたを憐れみ、あなたにしてくださっ
たことをことごとく知らせなさい。」その人は立ち去り、イエスが自分にして
くださったことをことごとくデカポリス地方に言い広め始めた。人々は皆驚い
た。 (5:1-20)

レギオン

　この話は「ゲラサ人の地」「デカポリス」に広まったという結論で終
わっている。デカポリスとは10の植民都市であって、中東の治安にた
ずさわるローマ軍の駐留地であった。この地に心を病む人がいて、墓
場を住み家としていた。また村人も彼を何度も墓場につなぎとめたよ

あしかせ

うである。しかし、彼は足枷や鎖をひきちぎって夜昼たえまなく叫び
続け、自分のからだを打ちたたいて傷つけていた。その彼が、イエス
に出会って、あなたはわたしと何の「係わり」があるのですか、と訴
えた。彼は自分自身の混乱に苦しんでいた。彼が口にした「係わり」が
彼を苦しめていたのである。「何という名前か」。イエスは彼が自分の
ことをどのように認識しているのかを問うている。彼は本名ではなく
「レギオンです」と答えた。生まれたときは祝福されことだろう。とこ

そうぐう

ろが、人生のある時点で、彼はローマ軍レギオン部隊と遭遇し、心を
病むようになり、それは家族の悩みともなったのであろう。イエスは、
彼の問題のなかに入り、苦しめていた「汚れた霊」をうきぼりにして
いる。汚れた霊は２千匹ほどの豚のなかに乗り移って、レギオンは心
の病を癒され正気に戻っていた。後日、豚の所有者は苦情を訴え、２
千匹の豚の損害賠償を求め、イエスを追放した。そこでレギオンはイ
エスの弟子にしてもらってお供をしたいと願い出た。しかし、イエス
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はこれを厳しくたしなめて言う。「あなたの家族のもとに帰って、主が
どんなに大きな事をしてくださったか、またどんなに憐れんでくだ
さったか、それを知らせなさい」。イエスは、一人の救いは、家族の救
いであること、家族の救いは社会を救うということ、癒しは個人の問

しゃてい

題だけでなく、「神の国」を射程において、神の国を生きる「人」がう
まれることを目ざしている。かりに、この社会に復帰していく事が困
難であっても、イエスが彼をどんなに憐れんだか、どんなに大きなこ
とをなさったかということを忘れない、この原点に立つとき、困難は
克服できると考えられる。

３，自然の奇跡 パンの奇跡

イエスは舟から上がり、大勢の群衆を見て、飼い主の
いない羊のような 有様を深く憐れみ、いろいろと教
え始められた。
そのうち、時もだいぶたったので、弟子たちがイエス
のそばに来て言った。「ここは人里離れた所で、時間も
だいぶたちました。人々を解散させてください。そうすれば、自分で周りの里
や村へ、何か食べる物を買いに行くでしょう。」 これに対してイエスは、「あな
たがたが彼らに食べ物を与えなさい」 とお答えになった。弟子たちは、「わた
したちが200デナリオンものパンを買って来て、みんなに食べさせるのですか」
と言った。イエスは言われた。「パンは幾つあるのか。見て来なさい。」弟子た
ちは確かめて来て、言った。「５つあります。それに魚が２匹です。」そこで、
イエスは弟子たちに、皆を組に分けて、青草の上に座らせるようにお命じに
なった。
人々は、100人、50人ずつまとまって腰を下ろした。 イエスは５つの パンと
２匹の魚を取り、天を仰いで賛美の祈りを唱え、パンを裂いて、 弟子たちに渡
しては配らせ、２匹の魚も皆に分配された。すべての人が 食べて満腹した。そ

くず

して、パンの屑と魚の残りを集めると、12の篭に いっぱいになった。パンを
食べた人は男が５千人であった。(マルコ6:32-44)

　大勢の群衆がイエスの教えを聞こうとして集まって来た。話を聞い

パンの奇跡
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ているうちに時も遅くなり、弟子達は食べ物のことが心配になってき
た。弟子たちはそのことをイエスに相談した。そこで群衆の中からパ
ン５つと魚２匹が集められた。イエスは感謝の祈りをささげて、これ
を分けあって食べたところ、５千人の人が食べて満腹し、さらに12の
かご一杯に余って、集められた。

　イエスは大勢の群衆をごらんになり、飼う者のいない羊のようなありさまを
深く憐れんで教えられた。（6:34）

　飼う者とは王や政治家、宗教家、また教師や医師たちでであろう。ヘ
こ

ロデ王はローマの支配者におもね、私腹を肥やし、愛欲にまかせて弟
の妻ヘロディヤと結婚していた。こうしたスキャンダルが国民の不信
をかきたてていた（マルコ6:16）。祭司や律法学者たちは自分の羊を導
こうとはしない。イエスの憐れみは、羊の惨状を憐れむと同時に羊を
養おうとしない羊飼いに対する厳しい批判となった。
　飼う者をなくした羊は弱い。羊たちは無防備であり危険にさらされ
ている。不安や恐怖におののいている。そういう羊の有様をイエスは
深く憐れんだ。
　イエスがこのような思いをもって教えを説き、過ごした時間は３日
３晩に及んだ。まさに、「主にあっては、一日は千年のようであり、千
年は一日のようである」（2ペテロ3:8）という体験をしたであろう。次
の話を聞こうと、夢中になり、時を忘れるような充実した時を過ごし
ていた。夢中になって遊ぶとか、熱中して時を忘れる経験をすること
がある。嬉しいとき、また悲しいときは、時を止めてしまう。そのよ
うに時の限界を超えていく体験と言える。あるいは、永遠を思う思い
を導く体験と言える。
　パンの奇跡はこのような時の充満が目に見える形であらわれたもの

いのち

と考えるのはどうだうろか。イエスと群衆に満たされた命の充満が、
その見えるしるしとしてあらわれた。ちょっと強引かもしれないが、
このようにパンの奇跡を解釈してみるのである。
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　奇跡物語において、わたしたちは特にイエスの「憐れみ」をキーワー
ドとして読み解いてきた。人の「求め」にイエスの「憐れみ」が触れ、
出会うとき、共に感じているとか、わたしのことが知られているとか、
愛されているとか、受け入れられているという、満たされた思いを経
験する。それは科学的な実証などを必要としない。時の充満の中で新

つく

しい世界が創りだされていく。
　奇跡物語の学びによって、わたしたちは人との出会い、また出会い
がもたらす共感こそ大事であること、それがイエスが教え目ざした

つく

「神の国」を創出し、神の国に生きる「人」を創りだす力であることを
考えた。わたしたちはここから人とのかかわりを、また人がかかわる
社会を見つめていきたい。


